
第５９回理工学部学術講演会開催にあたって 

 

第５９回理工学部学術講演会が，平成２７年１２月５日に例年と同様に理工学部駿河台

キャンパスの１号館を会場として開催されます。１６の専門部会と理工学研究所講演会を

含む２つの特別セッションで開催されます。本年度も申込件数が６０１件の講演数となる

大規模な講演会になりました。今年も昨年同様発表形式は，口頭発表(３４２件)とポスタ

ー発表(２５９件)で行われます。どちらの形式でもその特色を生かした熱心な発表が行わ

れると思います。とくにポスター発表は，発表者と聴講者が直接議論を交わすことで，ロ

頭発表とは一味違った経験になると思います。 

発表の内訳をみてみると，口頭発表３４２件中，学部学生の発表が５４件，博士前期課

程が２３９件と，博士前期課程以下の学生の発表が全体の約８６%を占めています。また，

ポスター発表は，２５９件中２５７件が博士前期課程以下の学生の発表（残り２件は博士

後期課程の学生）で，本講演会は卒業研究や博士前期課程の大学院特別研究の中間発表と

いう色合いが濃くなっています。その中で，学術講演会の役割として，専門分野が異なる

教員・学生が一同に介して議論ができることが挙げられます。発表者は，異なる分野の方々

から普段とは違う視点の質疑を受け，それに答えることで，自身の研究の意義・位置づけ

を改めて認識することができます。さらには、それが学際的に研究に取り組むきっかけに

もなることでしょう。言うまでもなく、研究は自分だけのものでなく，その成果を他の人

に知っていただき，理解していただき，批判，評価していただいてこそ価値あるものにな

ります。その意味でもこの講演会は，発表する皆さんにとって，これからの学会発表や論

文投稿の質を上げるためのたいへん貴重な機会です。本学術講演会をバネにして，新たな

ステップを踏み出していただきたいと思います。と同時に，今後は教員や博士後期課程の

学生の皆さんの最新の研究成果に関する発表が増え，より質の高い議論がなされることが

期待されます。 

理工学部は，研究大学としてさまざまな研究に積極的に取り組む姿勢を学部全体でサポ

ートしています。理工学部学術講演会は，理工学部の学術，技術並びに教育振興のため，

教職員は普段の研究・教育等の発表の場として，大学院及び学部の学生等には日頃の学習

成果を十分に発揮する場として活用されています。 

最後に本学術講演会開催にあたり，実行委員会の先生方ならびに事務局の皆様方のご努

力とご協力に感謝いたします。 
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